
 

●深井 正樹（4 年・ＦＷ） 

駒澤大学 
今日は負けてしまったんで後輩に夢を託して卒

業していきたいと思います。前半のビッグチャ

ンスを決めていれば違った展開になっていたの

かなと思います。今日は試合をやっていていろ

んな面での速さが足りないなと感じた。これか

ら上で一緒にやっていけば克服できると思うん

で頑張っていきたいですね。今日は本当に悔し

いの一言ですね。 
●松田 大輔（4 年・ＤＦ） 

駒澤大学 
やってて勝てない相手ではないってわかったの

で勝ちたかった。残念。でも、駒大らしい、学

生らしいサッカー、駒大魂のようなものを見せ

れたんでみんな納得できたかどうか、わからな

いですけど、まぁよかったんじゃないかと思い

ます。1 点リードされていても逆転できると思っ

てた。やってることは間違ってなかったし相手

も嫌がっていた。２，３失点してしまったあと

にチームにあきらめが見えてしまったんでみん

なが納得するよう全力で戦おうって呼びかけま

した。 
 
●角屋 博文（4 年・ＤＦ） 

駒澤大学 
こちのほうがチャンスが多かったんですけど、

なかなか点が入らなくてふんばらなくてはいけ

なかったんですけどＤＦが耐え切れなかった。

このチームでの最後の試合だったんでくやしい

です。やっぱ技術は相手のほうがうえなんです

けど、ほかの部分では対抗できると思うんで、

来年、再来年の後輩たちに託します。一生懸命

応援してくれる人たちもたくさんいてみんなと

やってきたという仲間意識が強い。そんな仲間

を得られたことがおおきい。 
那須 大亮（ＤＦ・元駒大サッカー部） 

横浜Ｆ・マリノス 
今日、駒大と対戦ということでやりにくいとい

うことはありませんでした。秋田監督に成長し

た姿を見せることが恩返しになると思っている

んで、今日は勝ってまだまだですけどよかった

と思います。とにかく、4 年生はそれぞれの道で

頑張って欲しいですね。1、2、3、年は一からい

いチームを作っていって欲しいと思います。 
 

奥 大介（ＭＦ） 

横浜Ｆ・マリノス 
戦術的には徹底していていいサッカーをしてたと

思います。去年のチームと比べると去年のチームの

ほうが形が出来ていましたし、いろいろな攻撃のバ

リエーションがありましたね。今日の駒大のディフ

ェンスは 2 列目の飛び出しにボケているところが

あったのでそれさえ改善されればよかったんじゃ

ないですか。前にはとても強かったんで。印象に残

った選手は 9 番（巻選手）の選手かな。ヘディン

グが強いよね。 
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ＦＯＲＺＡ駒澤は毎週金曜

日に大学内で配布中！ 

～大募集～ 
ハガキでもなんでも

よいので意見･感想な

ど大募集中！ 

～情報～ 
＜内定＞松田大輔のホ

ンダ FC 入団が内定。本

人は「今と言うのが大事

だと思うので一日一日

を大切にしていって、去

年の駒大のような結果

がだせればいいと思い

ます」とコメント。 

高校サッカー決勝は国見ｖｓ市船！！ 
 

新年のご挨拶 
 

 12月 30日から始まった全国高校サッカー選手権も

いよいよクライマックス。決勝は戦後初の 3 冠を目指

す国見高校(長崎県代表)と４年ぶり 4 度目の優勝を狙

う市立船橋高校(千葉県代表)との対戦となった。両校

には今年、駒大に進学予定の国見高校の 15 番、巻祐

 樹(DF)と市立船橋高校の 10
番、原一樹(FW)がそれぞれ

所属しており、その 2 人の

対決が実現すればさらに興

味深い一戦となる。決勝の

詳細は以下の通り。 
【場所】国立競技場 
【時間】1 月 13 日(月・祝) 

14 時キックオフ 
 

準決勝で 1 得点 1 アシストと爆

発した原(写真)は国見の３連覇

を阻止出来るか 

中田 洋介（3 年・ＭＦ） 

駒澤大学 
前半０－０で折り返せば試合は違ったものにな

っていたような気がします。後半は試合運びの

面でＪリーグでたくさんの試合をこなしている

マリノスのほうがうまかったですね。でも、昨

年のジュビロ戦よりもつかれなども感じなかっ

たし、いけると思ったんですけど…。でも、勝

てなかったということは自分たちにまだまだ足

りないものがあったからだと思います。来年は

自分たちの出来るサッカーを明確にして出来る

サッカーをやっていきたいです。 

 あけましておめでとうございます。今年でＦＯＲＺ

Ａ駒澤も３年目に突入し、50 号という節目の号にもあ

と一歩というところになっています。去年はリーグ優

勝など駒大サッカー部にとっても我々にとっても思い

出深い年となりました。その中で本当に皆様から寄せ

られる暖かい声やサッカー部の優しさに触れ充実した

活動を展開できたと思っております。今年も更なる飛

躍を目指し邁進していきますのでご愛読のほどよろし

くお願いいたします。 

●巻 誠一郎（4 年・ＦＷ） 

駒澤大学 
最後まで自分たちのサッカーをやれればもう少

し出来たんじゃないかなと思います。前半のい

い流れの時間帯に点が取れたらよかったんです

けど…、でもそれが僕達大学生とプロの差だと

思うんでこれからそれを埋めていきたいです。

個人的には決めるところで決められればと悔い

が残っています。試合前はどれだけ自分の力が

通用するかわくわく感みたいなものはありまし

た。 

小林 亮（２年・ＤＦ） 

駒澤大学 
失点の場面もこっちが気を抜いたり、セットプ

レーであったり、どこかで１点とっていればど

うなったかわからない。来年は２トップがいな

くなって大変ですけど、みんなでカバーしてど

うやって点をとっていくかが課題になっていく

と思います。ディフェンスラインもズラリと変

わるので自分も今年（試合に）出たということ

で中心になってやっていきたいです。今年は試

合に出ることが目標でしたけど、来年は上で通

用するようなプレーを心がけてやっていきたい

です。 

●中後 雅喜（２年・ＭＦ） 

駒澤大学 
３点目はやっちゃいけない事と言うか自分がと

られて失点してしまったんで個人的には判断の

スピードなどをあげていきたいですね。このチ

ームは春先不安でしたけど４年生を中心にまと

まりタイトルも獲れたのでこれで終わるのが残

念です。来年もまたこういう舞台に挑戦したい

です。 


